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子どもたちの個性を生かす授業の創造は今日の社
会科教育の理論的及び実践研究に課せられた大き
な課題の一つである。本書は，この題にその両面
にわたってこたえようと試みた
，提言の一書である。
本書の構成は
，以下のようになっている。
Ｉ個性を発揮し
，主体的に追究を続ける子ども
Ｈ複線型社会科授業の構想
Ⅲ複線型社会科授業における指導のあり方
Ⅳ複線型社会科授業における評価のあり方
Ｖ複線型社会科授業の学習課題
VI複線型社会科授業の実際すなわち，ＩからＶまでが理論篇，Ⅵが実践篇となっ
ている。
まず
，著者らは複線型社会科授業が目指してい
る子どもの姿を
，縄文土器の作り方のパンフレット
にでてきた「粘土に土を混ぜる
」という疑問を追究
しその成果をのちにクラスで発表し拍手をおくられ
たＹ君の姿と重なりあうものとして描いている
。簡
単にいえば
，「自らの追究力を駆使しながら，社会
事象に関する見方・考え方を深めて」いく子どもが
著者らの育てたい子ども像である
。
具体的には
，授業を次の３段階からなるものとし
て構成すべきである
，というのが著者らの構想であ
り
，実践篇の授業はこの３段階から構成されているＯ
出つかむ段階［問題設定の場面］
…社会的事象
との出会いによる問題発見と問題意識を醸成する交流による問題設定を行う
（2）もとめる段階［問題解決の場面］…資料収集，
調査活動を行い
，情報を交換し，追究の筋道を表
現活動をとおして残しておく
（3）ふりかえる段階［考察吟味の場所］…互いの
追究活動の結果の交流を行い
，自分の追究活動の
見直しをし
，新たな問題を発見する。
この段階を見る限りでは
，筆者らの授業はいわゆ
る問題解決学習の学習過程をふまえたものであるといえよう。しかし，社会的事象との出会い一つをとっ
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ても
，教師の周到な働きかけによって生徒の強い追
究心が喚起されるのである
。生徒の追究を中心に組
み立てられた授業の背後に
，それらの活動をモニター
している教師の役割がきちんと示されている
。
現行学習指導要領の趣旨をふまえることにとどま
らず
，意欲・態度あるいは技能・表現の評価のある
べき姿を提言することで
，これらの目標を単なる題
目に留めず
，実践を導く力を持つものとして提起し
ていることも
，注目したい特色である。
実践篇では
，３学年から６学年まで各学年２つ
の事例が著者らの実践を報告する形で紹介され
，複
線化をどう具体化していくかが示されている
。８つ
の実践からは
，子ども個腟を生かす社会科授業の夕
イプとして
，評者は，①調査・研究する対象（問
題）を複線化するタイプ
，②共通の対象（問題）
への多角的なアプロ
チーをとることで複線化する夕
イプ
，③学習成果のまとめを複線化するタイプ，④
予想を立てさせその交流をはかることで学習への強
い動機付けを与えるタイプ
，⑤複数の資料の中から
子どもに選択をさせることで複線化するタイプといっ
たさまざまな実践が紹介されていることに
，著者ら
自身の曇吐ｲﾋﾍの意欲を感じた
。もっも，これら
の学習は
，生徒個別もしくはグループによってな
されるのだが
，どの実践事例でも，必ず複線で学習
されたことがクラス全体での学習にフィードバックさ
れているということも本書の実践の優れた点として
指摘できる。
あえて
，今後の課題として考えられることの一つ
としては
，筆者らも気付いておられることであろう
が
，個々の生徒もしくはグループが取り組む社会的
問題のレベル
，その社会的問題に関する資料の量，
学習活動遂行に要求される学習技能の質といったも
のをどう調整し
，極端な差のないもにしていくに
･はどうしたらよいかということがある
。
子どもの個歐を伸ばそうと日々試み実践を重ねている個性的な先生方に本書の一読を勧めたいＯ
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